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１．研究計画の概要 
 本研究は、色彩環境の改善を図る上で必要
不可欠な２色覚者（旧用語で２色型色覚異常
者）の色覚メカニズムと色の見え方の解明を、
特に申請者の先行研究結果より得られた色
弁別能力と色名表現された色の見えとの不
一致の解消に焦点をあてながら行う。さらに
様々な測定等を通して、総合的に、仮説の検
証と、２色覚者の色覚メカニズムと色の見え
方の解明を行う。  
 具体的には、以下の内容である。 
(1)テーマ１「定量的特性データの測定」 
①色の見えと色弁別特性の測定 
②色カテゴリーの測定 
③色差比較法・色変化閾値法による実験 

(2)テーマ２「色覚メカニズムを調べる」 
④明度の評価実験と輝度・明るさ分光視感
効率の測定 
⑤刺激呈示条件変化によるＳ錐体と桿体
の寄与の測定 

(3)テーマ３「２色覚者の色世界の理解と新し
い色の感性への展開」 
⑥中性色の相違の測定 
⑦２色覚者の色恒常性の特性の測定 
⑧２色覚者の色覚メカニズムモデルと色
の感性モデルの構築 

 
２．研究の進捗状況 
(1)テーマ１「定量的特性データの測定」では、
先行研究を拡大し①色の見えと色弁別特性
の測定、及び②色カテゴリーの測定を、申請
時には思いつかなかった新手法の導入も含
めてほぼ終了した。２色覚者における色名、
カテゴリーという比較的高次の色覚応答に
ついて、３色覚者や色弱模擬フィルタ装着の
３色覚者との比較を含めて定量的データを

取得した。データ解析の方向性も確立してい
る。 
(2)テーマ２「色覚メカニズムを調べる」では、 
④明度の評価実験の実験装置を構築し実験
を終了した。本実験では，２色覚者が明度を
利用して色弁別を行っている可能性を検証
するため，色票に対する色命名の結果と，明
度評価との結果を比較して明度依存性を調
べた。データ解析とモデル化を継続する。 
⑤Ｓ錐体の寄与などの影響を検証するため
に、Ｓ錐体のみを刺激する青パルスと黄色パ
ルスに対する応答についてその比較を行っ
た。一般色覚者の場合に、同じ錐体刺激でも
増分方向と減分方向ではその応答速度に差
があることが示され、錐体信号の処理におけ
る非対称性が明らかとなった。さらに、高齢
者を被験者とした実験も実施し、輝度パルス
応答の場合（申請者の過去の研究）と異なり
加齢効果は応答信号の減衰としてのみ発生
し、時間遅れとしては生じないことを明らか
にした。 
(3)テーマ３「２色覚者の色世界の理解と新し
い色の感性への展開」では、⑧の色の感性モ
デル構築に関連して、肌の色のみに依存する
顔認識課題における色刺激順応の効果に関
する研究も実施し，顔認識という高次作用に
おいても色順応という低次作用レベル順応
が影響することを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
（理由） 
 計画概要にあるように「色弁別能力と色名
表現された色の見えとの不一致の解消」に焦
点をあて、「２色覚者の色覚メカニズムモデ
ル」と「色の感性モデル」を構築することが



目標であるが、研究ツールとしての色弱模擬
フィルタの改良（先行研究で開発が始まっ
た）が予想以上に進展したことで、「不一致
の解消」のための実験ツールとして高精度に
利用できるようになり、特に(1)テーマ１が予
想以上に進展した。これにより２色覚者の色
覚メカニズムモデル構築に必要なデータが
すでに蓄積されて、さらに感性モデル構築の
ための実験のツールとしても有効であるこ
とが判明したことから、当初の、研究遂行上
の懸念が解消されたことによる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 研究は全体目標へと着実に進展しており、
平成 23 年度に割当てられた実験を実施する
ことになる。その一方、取得済を含めてデー
タが大量であることからデータ解析と論文
執筆には多少の遅延が生じており、今後精力
的に対処する必要がある。 
 また、上記３で述べたように既に色覚メカ
ニズムモデルの形が見えてきていることか
ら、包括的実験計画として当初企画された
(1)-③色差比較法・色変化閾値法による実験、
及び、(3)-⑦２色覚者の色恒常性の特性の測
定、については、実験前から既に結果がほぼ
予想されることとなった。そのため当初計画
と異なり、単なる検証実験としての位置づけ
になったことから、今後、実験規模の縮小や
詳細の変更等について検討を行う。 
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